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故神田祐一助教授年譜
昭和 1年 (1936年)
5月 5日 神固定之助，ノプの長男として，北海道小樽市緑町に生れた。
昭和 30年(1955年)
3月一4月 小樽潮陵高等学校を卒業，小樽商科大学商学部に入学した。
昭和 32年(1957年)
竹内清講師の統計学ゼミナールに所属，数理統計学の演習の後個人研
究主題として CowlesCommission流の連立方程式接近と Wold流
の単一方程式接近について研究した。
昭和 M年 (1959年)
3月 小樽商科大学商学部を卒業，商学土となる。卒業論文は「アイデンテ
イフイケーションの問題」である。
4月 一橋大学大学院経済学研究科修士課程(理論経済学・統計学専攻)に
入学。森田優三教授のゼミナールに所属，学部時代の研究を深める。
昭和 36年(1961年)
3月 同課程を卒業，経済学修士となる。修士論文は「逐次モデ、ノレに関する
一考察J，後，改稿の上『一橋研究』第6号に発表。
4月 同博士課程に入学。引き続き森田優三教授のゼミナールに所属。学部
の森田ゼミにも出席する他，宮川公男・佐藤隆三氏等の需要分析の研
究活動に参加(日本機械工業連合会P 自動車工業会の関係の業績参
照)， また溝口敏行・小野旭・南亮進・松田芳郎氏等の計量経済学的
共同研究による実証分析を目的とする Idea会の創立に努力した。
日本統計学会の会員となり， 第29回大会で， 溝口敏行氏との共同研
究「職業別貯蓄行動の統計的分析」を報告。
一橋大学大学院の機関誌『一橋研究』の編集委員となり，同誌第8号
の発行に努める。
昭和 39年 (1964年)
3月 同博士課程を単位取得につき退学。博士課程単位修得論女は「計量経
済学における最近の Liuの所論をめぐっての展望J，後，改稿の上，
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「過少認定と逐次モデ、/レJ一議論叢第50巻第6号所設と時十最経諸
学におけるモヂル構成上の諸問題--H.O. Woldの所論に関するノ
…リ(一橋大学計量経詩学研究臨.2) として発表。
7月 113 小薄商科大学商学部助手となる。同大学学内研究組織経済研究所の
資料部付である。間訴究所の再発足のため伊諜森者衛門教授を主缶と
して資料部が新設され，統計資料の蒐集整理が前部来なされており，
その活動強化のためである。 w主要統計資料昆録~ (上)( i小樽商科
大学経法研究所特殊文献自録J(2)) 1965の目録編集，特:にj降饗・物
価の項は氏の努力にまつ所多かった。
昭和初年 (1965年〉
8月16日 小樽高科大学商学部講師とし町、用数学事(統計)を担当することにな
った。
昭和 41年 (1966年)
10月 113 小樽商科大学助教授となった。この間学部に於て応用数学(統計 1:お
よびれを講義するかたわら，非常勤講師として間短期大学部に出講。
講義弟 mimeograph，日十;量経済学(1 )一一連立方程式接近法の理論
的概要一一j，i間(I )一一最小自乗推定一， i同〈覇)一一アイデ
ンテイブイケ…ションの開題一…-J合まとめたのはこの墳と推定され
る。
昭和 44年 (1969年)
4丹 札幌大学に統計学および経営統計学の非常勤講師として出向のかたわ
ら，同大学地域開発研究所での北海道縞格の調査の指噂に島たる。
昭和 45年(1970年)
7月22住 小樽港南!持波堤上で釣りの際，誤って海中広転落，逝去された。故西
パ!鉄世教技のアメリカで事故死者r悼んで大学での告別式り準備に奔走
ざれた直後の出来事である。
神田文子民の意車によっ，蔵書582点を小陣頭科大学的属国番組ι寄
T1色神田統計文庫となる。
をた遺稿集を編纂(森出優三・竹内清・序・溝口敏行解説)し近子u予
定である。
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著書・論文
f逐次モデルについてJ
昭和35年 w-檎研究』第6号
f事業所における四輪自動車の操有状況(第3主義2.-...3節)，)1(昭和34年度機械工業基
礎調査報告書34-N130) 
昭和35年 司本機械工業連合会・自動車工業会
刊誌業支出における犠業効果の分析j
昭和36年 『一橋研究j第 7
同議業別貯蓄行動の解明…一昭和34年全|謡消費実態調停Jともとづく家計ー貯蓄i嘉数の
計器IJl• (溝仁!敏行共同〉
昭和36年 〈一橋大学計量経済学研究報告書仏 1)
開設経済学におけるモヂノレ構成上の諮問題 -H.O舎 W似の所論ι関するノーは
昭和36年 一橋大学計量経演学研究協.2
n罷業部貯蓄行動の統計l'自分析(溝口敢行共同)
昭和37年 『季干IJ理論経済学~ Vol. XII，到0.2 (1962年6月)
f事業所における ÊI 動車の保有状況~ (第 3{fs .若干の分析)(市場調査研:究会・理論
委員会資料 35-03)
昭和37年 号本機械工業連合会基礎調査部
f:i品少認定と逐次モデ‘ノレj
昭和38年 一橋論議第50巻第6号 (1963年6):j) 
「年令朗幹蓄関数の許混1-中間報告その 1_.'J 
昭和39年 Wf語学討究J第 1，1宅金第3号 (1964年1月)
「分数分摂・共分散分析J
昭和初年 伊大知・掲出鱗『企業の需要分析~ (丸善〉現収
f1毘入営業世帯の貯蓄行動にかんする若干の計調結果j
昭和40年 商学討究第 16巻第2号(1965年 12月〉
f務費支出と職業者層…一ーエンゲル関数の共分散分析J
昭和初年 商学討究第21巻第 1努(1970年 7丹〉
にj七海道{冊格体系論序説J
昭和4S年 札幌大学的吉域開発研究所報JlNo.l 
書評
A. E. Maxwell; AnalアsingQ'ualitative Data， London， 1961. 
昭和37年 子一括論議j第 48 号(1962年7月)
書評;F.G.ぜプット「懐先度パターンと家庭用耐久財の需要J(F.G. Py試士;
Priority Patter別制dthe De綿織dfor Household Durable Goods， Cambr対 ge，
1964. 
昭和411F W経済研兜J第 17巻第 2号 (1966年・4月)
(1972年 1月 松i茸芳郎・若林信夫婦)
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